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第１回那覇市総合計画審議会議事録 

 

日時：令和５年１月 31 日（火）18：00～20：00 

場所：那覇市役所６階 601 会議室 

 

発言者 発言内容 

仲地会長 それでは、諮問を受けました諮問事項は、第 5次那覇市総合計画

の中間検証及び見直しについてです。 

審議に先立ちまして、本審議会の公開について委員のご了承をい

ただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

全員 了承。 

 

仲地会長 本審議会は公開といたします。 

本日は、はじめに事務局より第５次那覇市総合計画の中間検証及

び見直し（素案）について説明があった後、内容について議論を行う

予定です。 

委員の皆様におかれましては、これまでの経験や知見から忌憚の

ない意見をいただければと存じます。 

それでは、次第に沿って、第５次那覇市総合計画の中間検証及び見

直し（素案）について、事務局から説明願います。 

 

事務局 事務局から第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直し（素案）に

ついて説明（説明内容は省略）。 

 

仲地会長 ご説明ありがとうございました。 

事務局から説明があったように、本審議会は 3回予定されており

ます。本日の審議会において委員の皆様から頂いたご質問やご意見

を踏まえて事務局が各課と調整し素案の修正を行い、再度、次回の

審議会において議案として提出された素案について議論する予定で

す。 

ここから先は、委員の皆様から順に第５次那覇市総合計画の中間

検証及び見直し（素案）や事務局説明の内容に対して、ご意見やご質

問を伺っていきたいと思います。 
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発言者 発言内容 

佐藤副会長 最初に感じたことが、みなさんもご存じのとおり、過去３年間、

非常に普通ではない状況が続きました。ＤＸや新たな感染症対策な

ど、これまでになかったことを 10年計画の 5年が終わった段階で

次の 5年間に向けて新しい課題等を盛り込むことは相当大変だろう

なと思いました。 

まず、「施策 20 健康危機管理体制が整ったまちをつくる」の取組

の活動状況をみる指標に「結核罹患率」があります。保健所のシス

テムはそもそも結核のために作ったとのことです。新しいこととし

て、新型コロナ等に対応することをやらなきゃいけないとするなら

ば、この結核罹患率を違う指標に変えたほうがいいのではないかと

いう議論はなかったのかなと思いました。 

また、ＤＸという言葉を普通に使えるようになっていると思いま

すが、ウェルビーイングという言葉は普通に暮らしている市民がど

のぐらい普通に使っているのか。会社ではウェルビーイングという

言葉を使うと思いますが、ウェルビーイングという言葉よりウェル

ネスという言葉の方がまだ、まだ流通しているような気もします。

本当にわかるような言葉あるいは使うのであれば、それはどういう

ことを意味するのかを的確に説明することを、厭わずにやらない

と、言葉を知っている人だけの話になってはいけないと思います。 

 

堤委員 私も佐藤副会長と同じく、わかりにくい片仮名英語の使用は控

え、日本語で正しく表記することを提案したいと思います。例え

ば、「施策 41 省エネを実践するライフスタイルへの転換を促進する

まちをつくる」において「カーボンニュートラル」と記載がありま

すが、英語で言えば本当は「カーボンニュートラリティ」です。

「脱炭素化」でもよいのではないかと思います。 

また、ＥＳＣＯ事業やＪクレジット制度の活用を推進すると記載

がありますが、もっと広い意味の建物の省エネ化や二酸化炭素排出

量取引という表現がよいかと思います。 

二酸化炭素排出量取引のシステムについては、Jクレジット制度

以外にもたくさん出てきています。例えば、沖縄県で行っている森

林樹木による二酸化炭素吸収認定制度や、ブルーカーボンと言われ

る海洋吸収も注目されています。 

二酸化炭素排出量の削減目標に関しては、現在パリ協定を中心に

取組が進んでいる状況ですので、平成 27年度比を 2013年度比に改
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発言者 発言内容 

定するべきと考えます。 

ＳＤＧｓの取組については、169のターゲットとの繋がりも精査

したうえで、17のゴールとの紐づけをする必要があると思います。 

 

下地委員 今のお二人からもありましたが、新たな視点でＤＸ、ＳＤＧｓ、

ウェルビーイングという言葉がありますが、市民目線では理解度に

差があるかと思いますので、丁寧に説明をしていく必要があると思

います。 

「施策 30 国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつく

る」について、４点ほどございます。 

１点目、ＭＩＣＥについて記載がありますが、「都市型ＭＩＣ

Ｅ」という表現は一般的ではありませんので、検討したほうがよい

かと思います。 

２点目は、新型コロナウイルス感染症拡大についてです。観光の

みならず経済全体が非常に打撃を受けており、本当は施策 30だけ

ではなく、全体論に関連することだと思います。また、医療と経済

界との連携の仕組みづくりが大事じゃないかと。実は、医療と経済

（観光）との連携において２転３転するなか、観光業界がものすご

く大きなダメージを受けたということがありますので、市町村ベー

スの話においても、仕組みとしてポイントの一つとかと思います。 

３点目はＤＸについてですが、稼ぐ力という意味においてはこれ

もまた全体論の話であり、観光に関しても急激にデジタル化が進ん

でいます。観光事業者の生産性向上も含めたデジタル化への取組を

どこで全体的に盛り込むのか気になっているところです。 

４点目として、ＳＤＧｓの関連からも持続可能な観光が世界的な

流れになっています。様々な災害や開発に伴う危機が起きるなか

で、限られた資源をどれだけ有効に活用し、将来にバトンタッチし

ていくかという視点からすると、「量から質への転換」という言葉

もキーワードになっています。那覇市における観光のあり方につい

て、持続可能性というところを意識していく必要があると思いま

す。沖縄の玄関口として那覇市では滑走路が２本整備され、クルー

ズ船用バースも２つが出来上がりました。今後コロナ禍の回復を図

るなかで、外国人、観光客の回復をどのように目指していくのか、

那覇市としての大きな方針を示していかないと、業界だけの流れだ

と来るもの拒まずという姿勢になりかねません。住民生活の持続性
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発言者 発言内容 

との関連についての議論が若干遅れているため、那覇市全体として

の問題になるかと思います。 

 

玉城委員 ＳＤＧｓについては、沖縄県や市町村レベルにおいて自分たちの

暮らしが世界的なゴールとどうつながっているのかを可視化する段

階だと思うので、ラベリングから始めるのはいいのかなと思いま

す。那覇市ＳＤＧｓ推進方針における各施策と 17のゴール対応表

では 169のターゲットと照らし合わせてないかもしれませんが、仕

方ないかと。沖縄県でもそこから始めたのかなと思います。 

沖縄県では、ＳＤＧｓの 17のゴールと沖縄 21世紀ビジョンの 36

施策を紐づけています。この紐づけをすることで、市民が沖縄県や

那覇市のあるべき姿や現状を理解するひとつの指標にもなります。 

現在、沖縄県が旗振り役をし、各経済団体や医療団体、ＮＰＯ等の

様々な業界において取組が進んでいます。 

企業が集中している那覇市については、ぜひＳＤＧｓ未来都市も

視野に入れて、今後、企業や大学と連携しながら取り組んでほしい

と思います。 

また、沖縄県では重点項目として 10項目を挙げ、喫緊で解決し

ないといけない優先課題を整理しています。観光問題や健康問題な

ど沖縄県と連動するかと思いますが、那覇市において喫緊で解決し

ないとしけない課題を整理し、市民やＮＰＯと連携して取り組める

といいと思います。 

 

稲垣委員 ＤＸという言葉の定義も様々ですが社会全体のＤＸは、行政のＤ

Ｘ、産業のＤＸ、暮らしのＤＸの３つから構成されるというのがほ

ぼ共通の認識になっています。今回の素案では、行政のＤＸと暮ら

しのＤＸに関しては記載がありますが、産業のＤＸについては特に

見直しがされていないように思われました。 

那覇市としての産業政策があれば、当然ＩＴの活用、ＤＸという

言葉が出てくるはずです。下地委員もおっしゃった通り、産業の中

でも特に観光ＤＸはぜひ取りあげなければいけないことですし、中

小の商工業者が非常に集積している那覇市においては、中小企業の

ＤＸをどう進めるのか、このシステムも欠かせないと思いました。 

ＤＸの取扱いについて、もう一度検討してほしいと思います。 

また、ＤＸについて那覇市としての定義を記載する必要があると



5 

発言者 発言内容 

思います。最近定着してきている議論として、ＤＸには３段階ある

と言われています。１段階目は個別業務の効率化などの単なるＩＴ

化。２段階目はデジタライゼーション。複数の業務でデータを流通

させることによって効率化や利便性が増し、企業にとっては収益性

を高めて稼ぐ力につながると考えられています。そして、３段階目

が狭い意味で本物のＤＸという解説もされており、個別企業に留ま

らず、取引先、お客様、仕入先、行政、ステークホルダーのすべて

とデジタルで繋がることによって社会全体のデジタル化が進み、社

会問題の解決や経済の発展に繋がるというものです。 

那覇市として、この３段階目だけをＤＸというのか、一段階目二

段階目も含めて、大きな意味で広義のＤＸとして捉えるのか、まず

そこを、きちんと捉える必要があるのではないかと思います。 

 

平田委員 幼児教育、保育の分野については、中間見直しにおいて具体的に

取りあげられていませんが、人々に暮らしたいと思わせる、「引き

つける力」の根幹になるものであり、整備は非常に大事であると感

じています。関連して、指標 52番「教育・保育施設の利用状況」

について、大変気になっています。令和５年４月にこども家庭庁が

創設されます。子どものことに更に本腰を入れて取組む時です。そ

の中において、沖縄県は特に就学前の環境や仕組みが他県と非常に

異なっているといわれていますが、今般、幼児教育が無償化にな

り、関連法が改正・改訂され「３歳からの幼児教育」（こども園・

保育園もその場所として含む） の整備が必要になっています。沖

縄県では 5歳児の公立幼稚園の 1年保育、1年の就学前教育が一般

化されてきた歴史があり(私立幼稚園は３年保育)、那覇市において

もようやく３年保育が進んできている状況です。 

那覇市はこの５年間に、保育所数がかなり増え、幼稚園の認定こ

ども園移行等が急激に進む一方で、保育者不足も伴っていますが、

空き定員数が 3,000人ほどにのぼっています。待機児童もゼロに近

づいている状況ですので、指標 52番「教育・保育施設の利用状

況」について 100％目指すことの困難な理由と、どのような策、整

備を考えているのかなど、次回にまたお聞きしたいと思いました。 

 

山代委員 「施策 20健康危機管理体制が整った街をつくる」について、第 5

次那覇市総合計画策定時は、こんなに大きな問題になることは思っ
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発言者 発言内容 

ていませんでした。 

中間見直し（素案）では、市民のみなさまからの意見が盛り込ま

れ、体制整備や様々な取組が求められているとありますが、このよ

うな記載になるのかなと思います。 

ＳＤＧｓについては、ラベリングだけで終わってしまうと意味が

ないですが、まずはラベリングで可視化することが大事ということ

であれば、これはこれであってよいのかと思います。 

また、観光の分野については、下地委員がおっしゃっていたよう

に、来る者拒まずになってしまうと、やはり渋滞の問題やそこに住

んでいる人たちの生活への影響があるかと思いますので、そういっ

たところをきちんと盛り込む必要があると思います。 

 

仲地会長 今回の中間見直しでは社会情勢の大きな変化として５つの柱を掲

げていますが、台湾海峡危機やウクライナ侵攻などの国際情勢の変

化も同等の大きな変化のひとつではないかと思います。平和や防衛

に関して、国ではない基礎的自治体として何ができるか、という視

点は必要ではないかと思います。 

では、残り時間は言い残したことや、他の委員の発言を受けて思

ったことなど、ご発言いただきたいと思います。 

 

堤委員 最近、ＧＸ（＝グリーントランスフォーメーション。化石エネル

ギー中心の産業構造・社会構造をクリーンエネルギー中心へ転換す

る）という言葉がよく使われますが、ＧＸという言葉の定義も定ま

っていない状況ということですので、今回の中間見直しに含めるこ

とまでは必要ないかと思いました。 

 

佐藤副会長 指標の見直しに際し、目標値の捉え方について統一が見られない

部分があるのではないかと考えます。①コロナ禍期間で滞ったが、

回復後に期待できるから最終目標値は変えない。②コロナ禍の影響

で当初の最終目標値を達成出来ないから変更する。③コロナ禍の影

響で状況が変わったから、指標設定自体を変える。の３種類の対応

がみられるが、コロナ禍の影響を指標の見直しにおいてどのように

反映させるかをもう一度検討していただきたいと思います。 

また、指標 112番「混雑時平均旅行速度」の指標を「市公共施設

におけるシェアサイクル等駐輪場設置個所数」に変更しています
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が、変更後の指標は、施策（誰もが移動しやすいまちをつくる）に

かかる取組の活動状況をみる指標として最も有効な指標であるか疑

問であり、検討が必要ではないかと思います。 

指標 128番「職場研修・職場外研修への延べ参加人数」について

は、オンライン研修の導入を理由に最終目標値修正なしとなってい

ますが、指標変更の必要があると思います。 

 

稲垣委員 言葉の賞味期限について。ＤＸという言葉が非常に流行っていま

すが、おそらく今がピークであり、今後２年から４年ぐらいで衰退

し、また別の言葉に取って代わられる可能性はあると思います。そ

ういう意味で、計画書に記載する言葉の使い方が重要になることを

意識していただきたいと思います。 

 

玉城委員 第２回市民意見交換会から、ＤＸを活用するなど、多様な市民か

ら意見を聞いて、那覇市のあるべき姿をそれぞれが自分ごとに考え

ながら各組織で何ができるかを議論することが大事だと思います。 

 

下地委員 観光の分野のうち、安全安心、快適なまちづくりの視点として、

波の上から若狭地区では波の上ビーチの改修工事が行われ、人を集

めようとする動きが進んでいます。最近では、一般のホテルが新し

く開業したことで環境面で良い変化がみられるようです。これまで

道路整備や再開発は結構進んできましたが、国際通りから波の上ま

での「水辺の空間としての連続性」が途切れているところもありま

す。周辺地域と那覇市が一緒になって、この辺りの雰囲気を新しい

ものに変えていくことで、人が集まり、快適なまちづくりの一歩に

できるのではないかと思います。 

 

稲垣委員 人材育成について。情報人材の育成に力を入れることで那覇市内

の就業率を高め、市内の産業が振興されます。それによって、入域

客や観光の魅力の増加、経済効果や税収に繋げていくようなサイク

ルをつくることが非常に重要なポイントです。那覇市でも産業人

材、なかでも情報人材の育成に特に力を入れることで大きな魅力に

なると思います。そのような計画があれば、今回の見直しに盛り込

むとよろしいかと思いました。 
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事務局 委員の皆様、ご意見ありがとうございました。 

事務局より少し補足をさせていただきます。 

第５次那覇市総合計画では、未来への視点として「つながる力」

「稼ぐ力」「ひきつける力」の３つを未来を拓く重要な視点として

位置づけ、すべての施策を遂行する上で、それぞれの視点を強く意

識することとしております。 

今回の中間見直しにおいては、「ＤＸ」「ＳＤＧｓ」「ウェルビー

イング」の３つの視点を新たに追加しております。 

例えば、稲垣委員より、産業のＤＸに関しても見直しが必要では

ないかとご意見がいただきましたが、ＤＸについては、５９の全施

策に関連するため、全体にまたがる未来への視点に位置づけ、各施

策の推進においてデジタル技術を利活用した変革の視点を取り入れ

ることとしております。そこを踏まえて、個別の施策において産業

のＤＸに関して追加するかについては、事務局にて検討させていた

だきたいと思います。 

また、総合計画は「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３つの

層から構成されており、例えば、ＳＤＧｓや人材育成、企業誘致等

に関して、各施策に紐づいた個別の実施計画において取組を推進し

ているものもございます。 

さらに、今回の中間見直しでは社会情勢の変化に対応することを

目的としているため、総合計画全体を見直すのではなく、対象を絞

って取り組んでおります。この辺りも含め、現時点で見直しの対象

としていない施策においても追記等を行うかについては、関係課と

調整をしながら検討したいと思います。 

 

仲地会長 各委員からの意見を踏まえて、事務局にて検討をお願いします。 

以上を持ちまして、第１回那覇市総合計画審議会を終了します。 

委員のみなさま、お疲れさまでした。 

 

 

以上 


